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Ⅰ．はじめに
　2017年７月５日から８日にかけて，第22回ヨーロッパ
スポーツ科学会議（22thAnnual Congress of the ECSS；
ECSS2017）がドイツのエッセンで開催された。ヨーロッ
パスポーツ科学会議（以下ECSS）は，1996年に第１回
大会がフランスのニースで開催されて以来，毎年ヨー
ロッパ各地にて大会が開催されている。ドイツでの開催
は，2001年第６回のケルン大会に続き２回目となってい
る1）。今年度のECSS2017には2,301名の参加があり，参
加の国と地域は64と報告されている2）。
　大会では，生理学，バイオメカニクス，栄養学，社会
学，心理学，体力医学，リハビリテーション，教育学な
どスポーツに関する幅広い分野の研究発表が行われてお
り，各国の研究者との情報交換や最新の研究動向の把握
をすることができる。近年はサテライトの研究会や若年
研究者向けワークショップなども開催され，研究報告ば
かりではなく研究者の教育や育成も積極的に行われてい
る3）。
　また1998年より，日本の体力医学会（JSPFSM）との
合同シンポジウム（Exchange Symposium）が開催され
るようになっており，ECSS2017では７月６日，９：45
から11：15に，JSPFSM-ECSS Exchange Symposium：
Challenging Physical Inactivity in Childhood and 
Adolescence-What Cross-Border Evidence and Issue 
Do We Have?というシンポジウムにて，日本から２名，
ノルウェーから１名の合計３名の発表があった。今回の
我々の発表は高年齢者を対象としたものであるが，子ど
もの体力に関しても，各国の関心の高さが考えられた4）。
　本論では，ECSS2017の内容について報告する。
Ⅱ．学会概要
　ECSS2017が開催されたエッセンは，人口約57万人の
都市で，ドイツ北西部,オランダとの国境に近いルール・
メトロポリタンと呼ばれる人口密集地域にある5）。ルー
ル・メトロポリタンの広さは約4,335km2で，東京都と神
奈川県の合計面積約4,602km2に近い広さとなっている。
ここに，170以上の異なる国籍を持つ524万人が暮らして
いる。1920年にルール炭鉱開拓域同盟が結成されて以来，
特定の行政運営を共同で行ってきたことから，現在は
ルール地域連合（Regionalverband Ruhr）となり，管
理本部がエッセンに置かれて5），この地域の中心都市と
なっている（写真１：エッセンの駅前）。
　「ルール地方」といえば「工業地帯」を連想するように，
工業地帯としてのイメージが定着しているが，1970年代
以降は石炭の生産量が減少していくなか，「鉄鋼と炭鉱
１）　北翔大学教育文化学部教育学科
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の街」から「商業と学術探究の街」へと転換し，2010
年には「エッセンとルール地方」がヨーロッパ文化都
市に選ばれている。ルール地方には５つの大学があり，
ECSS2017のホスト大学は，Ruhr-University Bochum, 
TU Dortmund University, University of Duisburg-
Essenと な っ て い る。 こ の う ち，Ruhr-University 
BochumとUniversity of Duisburg-Essenには，日本学
科が設置されており，多くの若者が日本について学んで
いる6）。また，かつての炭鉱が現在ではツォルフェライ
ン炭鉱業遺産群となっており，ユネスコの世界遺産にも
登録されている7）。
　学会会場は，エッセン中央駅から地下鉄を利用して約
10分のエッセン会議場の西及び南館であった（写真２：
学会会場入り口，写真３：学会会場受付）両館合わせて
11の会場が用意されており，同時並行で発表が行われた。
会議場に隣接してGruga Parkと呼ばれる広大な市民公
園がある。広さは70haで，スポーツ施設やレストラン
もあり，多目的に利用されている8）。学会の開催期間中
は自由に入場することができ，昼食を摂ることができた。
７月７日の朝７：00からは，Bengt Saltinを記念したラ
ンニングがここで開催された（写真４：Gruga Park）。
　学会は，４日間に４つのPlenary Sessions，37の
Invited presentation，112の口頭発表（Oral Sessions），
41の 短 時 間 の 口 頭 発 表（Mini-Oral Sessions），30
の 口 頭 発 表 付 ポ ス タ ー（Conventional print poster 
sessions），画面提示式ポスター（E-posters）の他に，
学会行事としてOpening Ceremony（写真５：Opening 
Ceremony），YIA Award, Closing Ceremonyが組み込
まれている2）。開催時間は，初日は午前中にサテライト
のプログラムがあり，12：00から21：00，２日目及び
３日目は８：00から19：30，４日目は８：00から15：
30が発表時間で，その後にYIA Award, Presidential 
Lecture, Closing ceremonyとなっていた。
　今大会のテーマは「Sport Science in a Metropolitan 
Area」となっており，毎日のPlenary Sessionでは，フィッ
トネスの社会的及び心理的外観，サッカー，インクルー
シブスポーツ，腰痛というテーマの講演が行われた。
　企業展示は，次期開催委員会の展示も含めて53の団体
写真１　エッセンの駅前
写真２　学会会場入り口
写真３　学会会場受付
写真４　Gruga Park
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の展示があり，ヨーロッパ各国及びアメリカの企業の参
加があった（写真６：企業展示）。測定機器の小型化及
び簡便化は一層進んでおり，特に生理学及びバイオメカ
ニクス分野で使用する機器については，国際学会のレベ
ルに合わせた測定器選択の必要性が考えられた。
Ⅲ．学会発表
　 我 々 の 発 表 は，「Health condition, lifestyle and 
cognitive function classified by exercise behavior 
among community-dwelling older people in northern 
Japan」というタイトルで，７月７日，13：00から14：00に，
Agingのセッションにて口頭発表付ポスター発表として
行った。セッションでの発表順は６番目であった。
　内容は，北方圏生涯スポーツ研究センター（以下
SPOR）にて行っている私立大学戦略的研究基盤形成支
援事業の高齢者分野の研究成果の発表となっている。本
発表は，北海道Ａ市にて行っているコホート研究の基礎
データの分析になっており，運動習慣の状況を行動変
容における汎理論的モデル（Transtheoretical Model； 
TTM）のステージに合わせて群分けし，健康状態，生
活習慣及び認知機能検査の結果を比較検討した（資料：
発表ポスター）。群分けした結果，有意な差が認められ
たのは既往歴の脂質異常症及び腰痛で，認知機能検査及
び不眠レベルの分布で有意な傾向が認められた。運動習
慣の状況で運動への興味・関心がない者ほど，既往歴を
有する者が多く，不眠を訴える者の割合が高い結果で
あった。しかし，今回の結果は，認知機能検査に参加し
た者を対象とした分析となっており，96名という限られ
た人数であったことから，結果の解釈には慎重を要する。
　発表会場は，西館１階のエントランスホールであっ
た。開放的である一方で，音の反響が大きく，声の通り
が悪い会場であった（写真７：ポスター発表会場）。さ
らに，パネル間の距離が狭く，発表時間中向かい側と
の距離が狭く，一つずつの発表に時間がかかり，十分
な討論ができたとは言えないが，質問としては，認知
機能の測定方法についてであった（写真８：発表の様
子）。認知機能評価に使用される心理検査としては，今
写真６　企業展示 写真８　発表の様子
写真７　ポスター発表会場写真５　Opening Ceremony
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回我々が用いた日本語版のMMSE（Mini-Mental State 
Examination）の他にもHDS-R（Hasegawa’s Dementia 
Dcale-Revised；改訂長谷川式認知症スケール）など
含めていくつかの方法があり，診断にはDSM-5または
ICD-10の診断基準に基づくとされている9）。MMSEはス
クリーニングとして使用されることが多く，27点以下で
軽度認知障害（MCI）が疑われるとされている。しかし，
認知症の診断には，認知機能障害だけでなく社会生活の
障害を確認することが大切であるとされており，今回の
我々の結果についても，慎重に扱う必要があると考えら
れた。
　なお，発表したポスターは文末に資料として掲載した。
Ⅳ．まとめ
　ECSSの年次大会への参加者は年々増加しており，学
会の規模も拡大し，近年はおおよそ2,700人以上の参加
登録となっている10-12）。筆者自身は第５回の大会よりほ
ぼ毎年参加しているが，各分野における最近のトピック
スを把握することができる点は有意義であると考える。
　現在スポルではスポルクラブ会員の他，北海道内の住
民を対象とした研究が行われている。学会での報告にお
いては，その結果の一般化が求められることが多いが，
スポルの特色としての北方圏住民の特異的な結果を抽出
するためには，国際学会を通じて，他国の北方圏地域住
民の調査研究の手法や研究内容を参考にしていくことも
必要であると考えられた。
　次回のECSS2018はアイルランドのダブリンでの開
催が決定しており，テーマは「SPORT SCIENCE AT 
THE CUTTING EDGE」となっている。ダブリンは，
北緯53度に位置し，地理的には北方圏と考えられる。北
方圏に属する地域でのスポーツの特色を観察したいと考
える。
付　記
　本研究は，平成27-29年度文部科学省私立大学戦略的
研究基盤形成支援事業の助成を受けて実施した。
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